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2016年度の学生ボランティア・学生情報通信員による広報誌

「WISSEN」をお届けします。   

2016年度は学生ボランティア15名で活動しました。 

この広報誌「WISSEN」で学生ボランティアの活動をご紹介します。 

2016年度の活動 

・新刊・学生選書・展示のためのPOP作成 

・「人文入門演習Ⅰ」授業での図書館ボランティア体験 

・学生ボランティアミーティングの様子 

・みなく～る明舞にてリユース本コーナーの設置 

・季節の装飾 

・クリスマスの飾り付け 

・ギャラリー展とのコラボレーション 

・「図書館長と話をしよう！」に参加 

・「WISSEN」発行の準備 

   



6月22日2限、人文学部の立田慶裕先生の授業において、
17名の学生がボランティア活動を体験しました！ 
図書館で学生おすすめの1冊を選び、POPを作成しました。 
 

学生ボランティアのお仕事の一つとして新刊や学生選書など、 
各展示コーナーにある本の説明や推薦文を書いています。 
 

               展示が終了した本のPOPは、 
               新館2階円形コーナーに 
               「POP大行進」と称して並べています。 
 
               ぜひ、学生ボランティアのおすすめ本を 
               探してみてください。 

POPの内容はもちろんデザインまで 
全てボランティアさんの手作りです！ 
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普段はあまりない体験なので、 
楽しい！と好評のようでした。 
 
完成したPOPは、 
新館2階円形書架に飾りました。 
個性が光るラインナップと工夫が
凝らされたPOPで楽しい展示に 
仕上がりました！ 
 

新刊・学生選書・展示のためのPOP作成 

授業での図書館ボランティア体験 



学生ボランティア・学生情報通信員は、基本的にそれぞれ 
授業の合間や放課後など、好きな時に活動しています。 
 

その間に、学生ボランティアは年に数回ミーティングを行います。 
図書館でやってみたい展示や企画を考え、みんなで案を出していきます。 
今年も様々な案を出してくれました。 
 
                     ミーティングは初対面の人が多く、はじめは 
                     緊張しますが、ミーティングや活動を通して 
                     学年を超えて仲良くなっていきます！ 

今年はどんな企画を 
しようかな・・・ 
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11月22日は図書館を飛び出し、 
明舞団地近くの「みなく～る明舞」にて活動しました！ 
リユース本コーナーを設置するため、 
運搬からディスプレイまでお手伝いしました。 
地域のみなさんにも喜んでいただけたと思います♪ 

学生ボランティアミーティングの様子 

みなく～る明舞にてリユース本コーナーの設置 



クリスマスだけでなく図書館を四季に合わせて 
装飾をしたい！という学生ボランティアの意見により、 
図書館を四季折々の装飾で彩りました。 
 
秋には紅葉やハロウィンの装飾を飾りつけ、 
図書館内が一気に秋らしくなりました。 
新刊書のPOPとともに、たくさんの人が足を止めて 
見てくれているようでした。 
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クリスマスに向け、きらびやかなツリーやリースなどで 
図書館内をクリスマス一色に飾り付けました。 
 
図書館では、毎年、本学管弦楽団による 
オーケストラ演奏と、 
ストーリーテラーによる語りで 
「図書館コンチェルト」を 
開催します。  
2016年度も12月10日に 
行われ、多くのお客さんを 
楽しませました。 
 

Merry Christmas！ 

季節の装飾 

クリスマスの飾り付け 

毎年気合いが入ります！ 
昨年に引き続き、慣れた
手つきのメンバーも♪ 



2月20日有瀬図書館にて、「図書館長と 
話をしよう！」が行われました。 
図書館で気になることや聞いてみたいこと、 
何でもざっくばらんに語り合えるイベントで、 
参加した学生ボランティア2名も、さまざまな
意見を交わしました。 

 
これから図書館はもっと多様化して 
いくようなので、本の貸し借りだけでなく、 
様々なことに利用していきたいです。 
（人文学部・2回生） 
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今年で神戸学院大学が創立50周年を 
迎えました。それに合わせて、エントランス
コーナーのギャラリー展『神戸学院大学 
50周年のあゆみ』とのコラボ企画が実現 
しました！ 
 
神戸学院の年表に合わせ、神戸で起こった
出来事や自分たちの当時の様子などを 
それぞれPOPにして作成しました。 

白を基調とした年表にイラスト付の
POPが加わり、とても華やかな年表が
出来上がりました。 

普段、図書館を利用している中で、 
感じた不便な点などについて話すことが 
できました。これからも図書館を利用し、 
いろいろと気づくことができればいい、と 
思います。 
（人文学部・2回生） 

ギャラリー展とのコラボレーション 

「図書館長と話をしよう！」に参加 



『夜行』 森見登美彦 
ポーアイ図書館 2階西  913.6/MOR/Y 
 
最初は表紙に惹かれ、特になにも考えず手にとって読み始めました。 
読んでいるうちに、じわじわと不気味さが迫ってくる所や、どこか歪で違和感のある所などの 
ホラー要素があり、章ごとに語り手が変わることが怪談話をしているように感じられたり、夜に
不可解なことが起こる所もホラー要素を引き立てているような感じがしました。また、どこか 
不思議で幻想的な部分もあり、読んでいるうちにどんどん「夜」に引き込まれていきました。 
後から森見さんの作品だということに気がついたのですが、コメディ作品だけでなく、こういった
作品も書かれているということに驚きました（笑）           
（総合リハビリテーション学部・1回生） 

『ブレーキ』 山田悠介 
有瀬図書館 本館4階閲覧室  913.6/YAM/B 
 
僕のおすすめの図書は『ブレーキ』という山田悠介さんが書いた本です。 
短編集になっていて、ブレーキを含めた5つの内容に分かれています。 
どの内容も怖かったり、グロかったりしていてホラー系が好きな人にとって 
おもしろい本となっています。          
（人文学部・1回生） 

『分子図鑑 : 世界で一番美しい』 セオドア・グレイ 
有瀬図書館 本館5階第1室  431.1/GRA/B 
 
私がお勧めする本は、世界一美しい分子図鑑です。私たちの身の回りにある分
子について、フルカラーの写真つきで解説されています。写真が 
大変美しく、何度も見たくなります。分子などに興味がある人は勿論、よく知ら
ない人などでも十分に楽しむことができる内容です。大きいので見るのに場所が
いります。しかし、それを上回る内容、美しさだと思います。 
（人文学部・2回生） 

『スノーマン』 レイモンド・ブリッグズ 
有瀬図書館 本館4階閲覧室  726.6/BRI/S 
 
本といえば文字があるという先入観が多く見られる。絵本でも同様である。そのため、本を読むことを
億劫に感じる。しかし、この本には文字がない。絵だけで物語が始まり終わりを迎える。そして心が 
揺さぶられる。言語という壁を越えて皆が感動できる作品なのではないかと恣意的に考えている。 
（人文学部・1回生） 
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「WISSEN」発行の準備 ー図書の紹介と振り返りー 

『日記は囁く』 イザベル・アベディ 
有瀬図書館 本館4階書庫  943.7/ABE/N 
 
16歳の少女ノアは、母親たちと築500年の屋敷でバカンスを過ごすことになった。ある夜、屋敷のある村 
で出会った青年ダーヴィトとノアは、30年前にこの屋敷で殺されたという少女の霊を呼び出してしまう。 
幽霊少女の真相がとても気になり、一気に読んでしまいました。ミステリーだけでなく、ファンタジックな 
雰囲気も楽しめる一冊です。        
（人文学部・2回生） 

-学生ボランティア おすすめの図書- 
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登録したきっかけは図書館ボランティアが気になっていて、友人が一緒にやってくれるということで登録
しました。空いてる時間に自由に参加していいので、友人と時間を合わせてよく行きました。ポップや 
ポップの台紙のデザイン作りなど楽しんで作ることができましたし、季節の飾り付も協力してすることが
できました。 
（総合リハビリテーション学部・1回生） 

 僕が図書館ボランティアを登録したきっかけは友達と一緒にするということで登録しました。 
ボランティアなので自由に活動することができて、空いている時間によく行きました。 
ポップ作りや季節の飾り付けをしたりして楽しかったです。 
（人文学部・1回生） 

去年に続き今年もボランティアをさせて頂きました。授業の関係でできなかったことも多くありました。 
しかし、その中でも自分の空いている時間にボランティアを行えました。図書館の本をより多くの人が 
楽しむために、何を伝えればいいか、などと考えながらボランティアを行え、自分のためになることを多く
学べました。来年度も引き続きボランティアを行いたいです。 
（人文学部・2回生） 

登録したきっかけは、友達からの誘いでした。ボランティアをしようとする友達に続けて登録をしました。
授業やアルバイトでほとんどのイベントなどに参加できませんでしたが、登録して少なくともボランティ
ア活動できた経験は素晴らしいものでした。自分から積極的になにかしてみたいと思っていても行動
に移せずにいる人、授業も受けてアルバイトもしているから時間が固定されているボランティアに参加
できずにいる人に図書館ボランティアに参加してほしいです。自分が空いている短い時間でも図書館
ボランティアは活動ができます。無理することなく自分のペースでボランティアに参加できます。 
（人文学部・1回生） 

-１年間の活動を振り返って- 

今年はミーティングなどに時間が合わず、ほとんどのボランティアの方たちと顔を合わせる機会がなく、
残念に思いました。企画の方も進めることができなかったので、また次回にできたらいいなと思います。
これからも時間が空いた時に、活動をしていきたいです。 
（人文学部・2回生） 



2016年度も多くの学生ボランティアの皆さんに活動していただき、 

たくさんの企画や展示をすることができました。 

スタッフとしても、とても充実した1年となりました。 

図書館での活動を通して、皆さんに何か得られるものがあれば嬉しく思います。 

学生ボランティアのみなさん、1年間お疲れ様でした。 

2017年度もぜひ学生ボランティア・学生情報通信員にご参加ください♪ 

                                   （スタッフより） 

編集後記 
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